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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

透明感あふれる優しい画�
阿仁公民館ロビー展 

美味しくできるかな？�
中央公民館公開講座『初心者のための料理講座』 

学習意欲の向上を誓う 
 合川ことぶき大学修業式・学習会

�

　中央公民館では３月18日、調理初心者を対象とした

料理講座を開催しました。�

　講座には、これから料理を始めようと思っている方

や料理の基本を再確認したい方など男性２人、女性15

人の受講生が参加、手早く作れる料理にチャレンジし

ました。�

　講師は元調理師学校で指導されていた料理研究家の

田村弘子さん（大館市）。受講生は、調理に入る前に、食

材やその効能について、だしの摂り方についての説明

を受け、その後、３班に分かれて鱈のチリ風味・豚キム

チ丼・味噌汁の３品を講師の手解きを受けながら調理

しました。�

　料理完成後は皆で試食を楽しみがら、食材のアレン

ジ方法や調理の手順を講師に尋ねるなど、会話を弾ま

せていました。�

　合川ことぶき大学修業式及び学習会が３月26日、

合川農村環境改善センターで行われ、19年度の修め

の学習に取り組みました。�

　合川ことぶき大学は、修業年限が２カ年で、今期16

期生となります。修業式では、学長の武石美作公民館長

が１年を振り返りあいさつ。学習会では、「後期高齢者

医療制度」「住宅用火災警報器・救命救急講習」につい

て学びました。�

　この後、19年度の学習報告と20年度の学習計画案を

協議し、さらなる学習意欲の向上を誓い合いました。�

�

　阿仁公民館３

月のロビー展は「作

山礼造氏スケッ

チ展」と題し、28

作品の水彩画を展

示しました。　このスケ

ッチ画は、生前に作山氏が出

掛けた先や車窓から目にした風景を、いつも持ち歩い

ていたスケッチブックに描いたもので、本画作成の参

考にしていた作品です。いずれも透明感あふれ、観る人

の心をほんのりとあたたかな気持ちにする、春の日差

しのような優しい作品ばかりです。�

　期間中は遠くからも鑑賞に訪れ、大好評でした。今年

度は秋に作山氏の展示を予定しておりますのでみなさ

んお誘い合わせの上、ぜひご来館ください。�

▼

　
手
早
く
作
れ
る
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
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初
心
者
の
た
め
の
料
理
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」

▼
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火
災
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阿
仁
・
森
吉
・
合
川
地
区
高
齢
者
大
学

　
平
成
20
年
度
の
阿
仁
・
森
吉
・
合
川

地
区
高
齢
者
講
座
が
次
の
内
容
で
開
催

さ
れ
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
運
営
費
は
い
ず
れ
も
１
０
０
０
円
で
す
。

（
開
講
式
当
日
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）�
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阿
仁
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き
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▽（
テ
ー
マ
）楽
し
く
学
ん
で
い
き
い
き
と
！

▽（
内
容
）開
催
は
年
６
回
。
講
演
会
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史
探
訪
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流
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な
ど�

対
　
　
象
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込
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付
　
４
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木
）〜�
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月
９
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金
）ま
で�
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込
み
・
問
合
せ�

○
阿
仁
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民
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２
２
２
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■

森
吉
大
学�

▽（
テ
ー
マ
）新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
▽
年
６
回
の
実
施
を
予
定
。

講
演
会
、移
動
研
修
、健
康
教
室
な
ど�

対
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55
歳
以
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込
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付
　
４
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５
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16
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テ
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）仲
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し
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予
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。
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会
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動
研
修
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校
児
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前
田
保
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園
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の
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流
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な
ど
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付
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２
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テ
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容
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付
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北
秋
田
市
に
は
歴
史
的
に
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。例
を
挙

げ
る
と
、鷹
巣
地
区
で
は
、平
成
13
年
に
国
指
定
と
な
っ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
は

じ
め
、県
指
定
文
化
財「
胡
桃
館
遺
跡
建
築
及
び
出
土
遺
物
」な
ど
。ま
た
阿
仁
地

区
に
は
国
指
定
文
化
財
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
官
舎（
異
人
館
）が
あ
り
ま
す
。�

　
森
吉
地
区
に
は
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
桃
洞
・
佐
渡
の
ス
ギ
原
生
林
。合

川
地
区
に
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
猿
倉
人
形
芝
居
一
座
と
い
う
貴

重
な
民
俗
芸
能
が
伝
え
ら
れ
、現
在
、復
活
活
動
中
で
す
。�

　
ま
た
、本
城
の
金
家
住
宅
洋
館
は『
国
登
録
文
化
財
』、綴
子
大
太
鼓
は
、『
記
録

作
成
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
民
俗
文
化
財
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
他
、旧
町
時
代
に
指
定
さ
れ
た
多
く
の
文
化
財
が
、北
秋
田
市
指
定
文
化

財
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
ほ
か
、緊
急
に
保
護
・
保
存
の
手
を
加
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
文
化
財
が
数
多
く
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、貴
重
な
文
化
財
を
保
存
及
び
保
護
し
、長
く
後
世
に
引

き
継
が
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、広
報
紙
で
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
、有
効

活
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
取
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び
順
番
は
、�

（
１
） 

国
指
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化
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（
２
） 

秋
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県
指
定
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化
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（
３
） 

北
秋
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市
指
定
文
化
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（
４
） 

国
記
録
選
択
民
俗
文
化
財�

（
５
）そ
の
他
、緊
急
に
保
存
が
必
要
と
思
わ

　
　
れ
る
文
化
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と
し
、①
文
化
財
の
種
類（
有
形
、無
形
、史

跡
、天
然
記
念
物
、名
勝
別
な
ど
）②
文
化
財

の
所
在
地
③
文
化
財
の
内
容
・
特
色
④
指
定

年
月
日
、そ
の
他
な
ど
に
つ
い
て
、分
か
り
易

く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。� ふ

る
さ
と
の
文
化
財
紹
介

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介�

仲
間
と
一
緒
に
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！�

▲お仲間の皆さんと一緒に楽しく学んでみま
せんか。まずは公民館までご連絡ください�

次
号
か
ら
連
載
開
始�

国指定重要文化財「異人館」�


